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２
月
24
日
、
南
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
村
の
活

性
化
と
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
演
説
明
会
」
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
村
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
企

業
の
方
な
ど
約
１
５
０
名
の
方
々

に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開

会
挨
拶
に
て
、
阿
久
澤
村
長
か
ら

「
榛
東
村
で
は
今
年
度
か
ら
、
農

林
水
産
省
補
助
事
業
と
し
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活
用
可
能

な
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
る

本
村
に
お
い
て
、
そ
の
資
源
を
活

用
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
地
域
に

還
元
す
る
こ
と
で
村
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
発
電
事

業
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
必
要
な

調
査
検
討
等
を
村
民
の
皆
様
と
行

う
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

化
推
進
事
業
を
行
う
」
と
の
説
明

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
を
行
っ
て
い
る

群
馬
大
学
理
工
学
部
研
究
院　

環

境
創
生
部
門
の
宝
田
恭
之
教
授

に
、「
技
術
だ
け
で
な
く
社
会
的

変
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
バ
イ
オ
マ

ス
は
導
入
で
き
な
い
」
と
い
う
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
「
楽

し
い
未
来
型
社
会
」
の
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
榛
東
村
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
推
進
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会

社　

社
長
室　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
グ
ル
ー
プ
課
長
代
理
の
肥
田

直
人
氏
か
ら
、
電
気
料
金
表
や
手

回
し
発
電
付
懐
中
電
灯
を
使
い
身

近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
説
や
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
社
が
行
っ
て
き
た
南

北
小
学
校
の
環
境
教
育
、
風
力
燃

料
電
池
な
ど
の
新
た
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
組
経
緯
・
成
果
の

ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
ゴ
ミ
の
大
量
化
、
負

担
金
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ

を
資
源
に
す
る
、
バ
イ
オ
マ
ス
活

用
は
利
点
が
多
い
」「
ご
み
の
収
集

活
用
な
ど
、
ど
う
行
う
か
村
内
で

の
方
向
性
を
出
せ
る
よ
う
、
輪
を

持
っ
て
進
め
ら
れ
た
い
」（
意
見
欄

抜
粋
）
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
ご

み
処
理
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

左から肥田氏･宝田教授･阿久澤村長･田邉教授

検証実験について説明する室田教授村民の方からも活発な質疑がありました

自然エネルギーについて説明する肥田直人氏

コンパクトでほとんど臭いがなく耐久性に優れる最新のガス発電システム

おが屑からメタンガスを発電する
バイオガスプラントシステム

　

第
三
部
で
は
、
幹
事
な
ど
が

行
っ
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
調
査
の
概
要
報
告

と
、
検
討
委
員
会
に
よ
る
ご
近
所

説
明
会
の
概
要
と
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
広
域
へ

の
ご
み
処
理
負
担
金
の
増
加
・
家

畜
農
家
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
・
経
年
に
よ
る
農
集
排
処
理
場

の
大
小
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
な
ど

の
対
策
を
も
っ
て
本
村
の
活
性
化

に
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
の
事
業

化
が
有
益
で
あ
る
か
ど
う
か
の
議

論
が
な
さ
れ
、
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村の活性化とバイオマスエネルギー
講演説明会を開催しました

平成25年度農林水産省補助事業　農山漁村活性化再生可能エネルギー事業化推進事業

◎榛東村内バイオマス発生量（家畜糞尿）
（平成24年12月17日現在、家畜保健衛生課調べ）

乳牛 肉牛 豚
飼育頭数[頭] 254 1,817 3,130 
ふん　　[㌧ ] 4,219 11,806 2,400 
尿　　　[㌧ ] 1,243 4,311 4,342 
小計 5,462 16,117 6,742 

採卵鶏 ブロイラー 合計
飼育頭数[頭] 13,990 17,800 36,991 
ふん　　[㌧ ] 695 845 18,425 
尿　　　[㌧ ] － － 9,896 
小計 695 845 28,321
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榛
東
村
で
は
ご
み（
生
ご
み
、

家
畜
糞
尿
、
農
業
残
渣
、
間
伐
材

な
ど
）
を
メ
タ
ン
菌
に
よ
っ
て
メ

タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
、
ゴ
ミ

処
理
と
売
電
が
同
時
に
行
え
る
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
に
係
る
調
査

検
討
を
行
う
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
や
そ
れ
に
関
連
す
る
最
新
技

術
に
知
見
の
あ
る
専
門
員
、幹
事
、

検
討
委
員
会
の
選
定
・
委
嘱
な
ど

を
行
い
、
村
内
の
発
電
事
業
者
の

育
成
、
合
意
形
成
、
調
査
研
究
な

ど
の
一
環
と
し
て
、
村
内
数
ヶ
所

で
専
門
員
や
、
村
内
の
農
業
従
事

者
・
事
業
者
の
方
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
下
記
の
榛
東
村
民
広

域
組
合
負
担
金
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
平
成
22
年
度
か
ら
１
千
万
円

ず
つ
増
加
し
て
い
る
村
の
ご
み
処

理
の
状
況
を
鑑
み
た
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
発
電
を
行
う
必
要
性
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
仕
組
の
説
明
や
、

農
林
業
か
ら
発
生
す
る
バ
イ
オ
マ

ス
原
料
の
現
状
報
告
と
幹
事
な
ど

で
行
っ
た
上
越
・
帯
広
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
調
査

研
究
の
報
告
を
行
い
、
参
加
者
の

方
々
と
意
見
交
換
を
行
う
「
あ
な

た
の
ご
み
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に　

バ

イ
オ
マ
ス
発
電
ご
近
所
説
明
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
５
回
を
を
開
催
し
、
合
計
で

約
１
０
０
名
の
村
内
外
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
村
内
の
生

ご
み
だ
け
で
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
は

足
り
る
の
か
、
原
料
の
収
集
、
調

達
方
法
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を

い
た
だ
き
、専
門
員
に
よ
る
回
答
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
売
電
だ
け
で
な

く
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
湯
沸

し
等
村
に
連
接
す
る
も
の
を
考
え

て
行
き
た
い
」「
資
金
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
調
達
す
る
の
か
、
具
体
的

に
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か

も
知
り
た
い
」「
バ
イ
オ
の
話
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。
是
非
実
現
し
た

ら
良
い
と
思
い
ま
す
」（
意
見
欄
抜

粋
）
等
、
貴
重
な
意
見
や
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

第１回会場にて、バイオマスの説明を熱心に聞く参加者

第2回会場の様子

第3回会場での
羽鳥静男氏の説明の様子農業集落排水の処理場

第４回会場にて、説明する講師鈴村
由仁氏

第2回会場にてCO２といちごの話をす
る清水章弘氏

第2回会場にて山本新一氏による
八州高原ブランド特産品の紹介

ご近所説明会

榛東村 家畜排泄物の量※

ふん 尿
乳牛 45.5㎏ /日 13.4㎏ /日
肉牛 17.8㎏ /日 6.5㎏ /日
豚 2.1㎏ /日 3.8㎏ /日
採卵鶏 0.136kg/日 －
ブロイラー 0.130kg/日 －

 ※ 「家畜ふん尿処理・利用の手引き」　（財）
畜産環境整備機構より

家畜糞尿排泄量
約81㌧／日

説明会で一番気になったもの

１．ゴミの処理負担金額
　　15％

■１．ゴミの処理負担金額　　■２．ゴミの処理量　　■３．バイオマスとは
■４．バイオマス発電とは　　■５．村でバイオマスが必要かどうか
■６．ドライフルーツについて　　■７．バイオマスプラント調査の報告
■８．その他　　■９．未回答　

２．ゴミの処理量
　　14％

３．バイオマスとは
　　６％

４．バイオマス発電とは
　　14％

５．村でバイオマスが
　　必要かどうか
　　14％

６．ドライフルーツ
　　について
　　６％

８．その他　７％

７．バイオマスプラント
　　調査の報告
　　５％

９．未回答19％

ご近あなたのごみが
エネルギーに


